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分析対象として扱ったのは，2015 年２月 20 日，
鳥取県内 T 小学校で行われた２年生（男子 17 名，
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う一方の児童を女児 C と記す）。 
時間が経つにつれ，次第に会話する姿が減り，各
自で様々なホースとジョイントの組合せを試す姿が
増えていく。始点より 5：32 後，抽出児が 100ｃｍ
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りから注視時間が伸びていく）。男児 A は 25 ㎝のホ
































































出児は再度，女児 B に話しかける。女児２人は 100
㎝のホースを使用して大きな輪をつくっている。
16：01 後，女児 C が男児 A に話しかけ，両者は互
いの制作物を少し移動させながら近づけていく。抽
出児は，100 ㎝のホースをねじりながらその様子を
見る。16：25 後，男児 A は自分の制作物を分解し
始める。16：53 後，女児 C が制作物の一部を外して
抽出児に手渡す。男児 Aは分解した材料を女児らの
活動場所に移動させる。男児 Aと女児２人が話し合
う一方，抽出児は１人で 100 ㎝のホースと 25㎝のホ
ースを T字型のジョイントでつなぐ（図３参照）。 

























 以上，コーディング開始から 19～20 分後頃に見ら
れた抽出児の注視行動は，100 ㎝のホースを規則的

























































































ることになる。女児 Bは 100 ㎝のホースをさらに別
の椅子の間に渡そうとする。男児２人も，互いにホ
ースを支え合いながらそれと同様の活動を行う。 
































ースを押さえながら他図４ 事例３の経過状況 図５ 事例４の経過状況
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が 747.5 秒，サブ・カメラによるものが 930.1 秒で
あった。その平均をとって，仮に 838.8 秒（約 14
分）を注視時間の累計とすると，コーディングを行





















図６ 単位時間 1 分ごとの注視時間の累積グラフ
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成 29 年告示）解説総則編』p.78 には以下の記載があ
り，社会的構成主義の考え方が反映されていることが
分かる（下線は筆者による）。 












4 文部科学省（2017）『小学校学習指導要領（平成 29 年
告示）解説 図画工作編』pp.104-106 及び『中学校学
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